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同
窓
会
々
員
の
皆
様
に
は
、
健

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
旧
宇
工
高
跡
地
に

記
念
碑
「
発
祥
の
地
」
を
建
設
す

る
こ
と
で
設
計
を
進
め
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
平
成

28（
２
０
１
６
）年
２
月
20
日（
土
）

に
関
係
者
を
お
招
き
し
て
除
幕
式

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
既
に

平
成
25
年
５
月
10
日
よ
り
記
念
碑

の
計
画
（
案
）
を
は
じ
め
、
平
成

26
～
27
年
度
の
同
窓
会
総
会
で
は

多
様
な
ご
意
見
を
頂
き
、
役
員
会

で
慎
重
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
東
日
本
大
震
災
の
あ

と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
招
致
し
、
建
設
物
価
の

高
騰
な
ど
が
止
ま
ら
な
い
不
安
定

な
経
済
状
況
の
も
と
、
無
理
に
工

事
を
担
当
さ
れ
た
建
設
会
社
の

方
々
に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
「
発
祥
の
地
」（
間
口

10
ｍ
、
奥
行
き
５
ｍ
）
に
関
わ
る

事
項
に
つ
い
て
記
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
校
舎
の
正
門

に
あ
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
岩
状
の
石
を
置
い
て
、
新

た
に
御
影
石
を
使
用
し
、
本
校
出

身
の
栃
木
県
知
事
・
福
田
富
一
氏

の
揮
毫
に
よ
る
「
発
祥
の
地
」
を

掲
げ
、
左
側
の
石
版
に
は
校
歌
、

裏
面
に
は
楽
譜
を
刻
み
、
右
側
は

荀
子
の
言
葉
「
道
は
近
し
と
雖

も
行
か
ざ
れ
ば
至
ら
ず
・
・
・
」、

本
校
が
昭
和
33
年
火
災
に
あ
い
、

昭
和
43
年
に
校
舎
増
改
築
落
成
記

念
に
建
立
し
た
も
の
で
、
第
40
～

43
代
目
の
栃
木
県
知
事
・
横
川
信

夫
氏
の
揮
毫
を
配
置
し
て
、
三
方

を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
区

画
し
て
あ
り
ま
す
。
床
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
の
上
に
、
白
玉
石

を
敷
い
て
あ
り
、
清
楚
な
仕
上
げ

で
す
。

　

ま
た
、
旧
校
門
に
掲
げ
て
あ
っ

た
校
名
「
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業

高
等
学
校
」
は
全
て
遺
し
、正
門
、

北
門
、
西
門
に
あ
っ
た
も
の
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
埋
込
ん
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
設
計
図
や
工

事
写
真
等
、
記
念
に
な
る
様
な
全

て
を
「
定
礎
」
箱
に
格
納
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
将
来
に
わ
た
り
、
こ

れ
か
ら
の
宇
工
の
姿
や
形
を
繋
い

で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
在

校
生
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
将
来
、
職
場

の
中
核
的
人
材
と
し
て
、
本
県
は

も
ち
ろ
ん
我
が
国
の
工
業
界
を
支

え
る
人
材
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
」
に
全
国
の
多
く
の
工
業

高
校
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し

た
。「
次
世
代
を
担
う
グ
ロ
ー
バ

ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
全
国
の
工
業
高

校
に
先
駆
け
て
、
様
々
な
先
端
的

な
教
育
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

夏
の
８
月
に
は
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で

あ
り
ま
す
福
田
富
一
知
事
が
来
校

さ
れ
、
在
校
生
徒
と
懇
談
い
た
し

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
在
学
中
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
宇
工
に
対
す
る
思

い
を
熱
く
語
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は

大
い
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
宇
工
生
が
多
方
面
で
全

国
的
な
活
躍
し
ま
し
た
。
運
動
部

で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
水

泳
、
空
手
・
少
林
寺
拳
法
の
各
部

が
厳
し
い
県
大
会
を
勝
ち
抜
い

て
、
夏
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
に
見
事
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
体
で
は
、
水
泳
で
高

橋
航
希
君
（
機
械
１
年
）
が
第
６

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
文
化
部
に

お
い
て
も
、
写
真
部
が
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
に
県
代
表
と
し
て
出

展
し
、
音
楽
部
は
東
関
東
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
の
特
色
で
も
あ
る
も

の
づ
く
り
で
も
、
生
産
シ
ス
テ
ム

研
究
部
が
今
年
も
見
事
、
日
本
代

表
と
し
て
Ｗ
Ｒ
Ｏ
大
会
（
カ
タ
ー

ル
）
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。
関

東
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
木
材
加
工
・
測
量
部
門

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
技
能
五
輪
全
国
大

会
に
、
初
め
て
本
県
の
高
校
生
と

し
て
、
松
山
柊
也
君
（
環
境
設
備

３
年
）
が
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

定
時
制
で
も
、
夏
の
全
国
定
通
総

合
体
育
大
会
に
、
陸
上
競
技
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
進
路
に
関
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
先
輩

諸
氏
に
よ
る
ご
尽
力
に
よ
り
ま

し
て
、
就
職
希
望
者
に
つ
い
て

は
、
地
元
企
業
や
県
内
の
大
企
業

を
中
心
に
10
月
末
に
は
大
部
分
の

生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
公
務
員
希
望
者
も

含
め
、
今
年
も
無
事
に
就
職
内
定

率
１
０
０
％
を
達
成
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
進
学
に
関
し
ま
し
て

も
国
公
立
大
学
６
名
、
私
立
大
学

51
名
が
合
格
し
、
専
修
学
校
等
も

東
京
や
県
内
の
各
校
か
ら
合
格
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
で
き
、
次
の
時
代
を
支
え
る
人

材
の
育
成
に
学
校
全
体
と
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

会
員
の
皆
様
へ

活
躍
す
る
宇
工
生

同
窓
会
長

校
長

岡
　
田
　
義
　
治

池
　
守
　
　
　
滋
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本
年
度
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
、
県
高
校
総
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

県
予
選
、
選
抜
優
勝
大
会
県
予
選

全
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。一
昨
年
、
昨
年
と
県
大
会
無
冠

の
た
め
部
員
全
員
が
優
勝
を
目
指

し
て
日
々
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
で
は
、
新
人
関
東
大

会
第
３
位
の
た
め
、
上
位
進
出
を
目

指
し
て
の
ぞ
み
ま
し
た
。
２
回
戦
で

群
馬
代
表
前
橋
育
英
高
校
に
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
ー
ム
の
課

題
も
多
く
見
つ
か
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
予
選
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
京
都
で
開
催
さ

れ
、
大
阪
代
表
近
畿
大
学
附
属
高

校
と
一
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。
相

手
選
手
の
身
長
が
高
い
中
で
、
選
手

一
人
一
人
が
懸
命
に
プ
レ
ー
し
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

選
抜
優
勝
大
会
は
東
京
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
沖
縄
代
表
小
禄
高

校
と
一
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。
序

盤
硬
さ
の
と
れ
な
い
ま
ま
相
手
に
連

続
得
点
を
許
し
て
し
ま
い
苦
し
い
展

開
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ダ
ニ

エル
の
活
躍
に
よ
り
徐
々
に
ペ
ー
ス
を

掴
み
ま
し
た
が
、
点
差
は
な
か
な
か

縮
ま
ら
ず
、
終
盤
連
続
得
点
で
追
い

上
げ
ま
し
た
が
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

部
員
は
上
位
大
会
で
勝
つ
こ
と

の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

下
級
生
が
上
位
大
会
経
験
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
12
月
４
日
～
７
日
の
日

程
で
千
葉
県
幕
張
メッ
セ
に
て
行
わ

れ
た
第
53
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

技
能
五
輪
全
国
大
会
と
は
、
青

年
技
能
者
（
原
則
23
才
以
下
）
の

技
能
レ
ベ
ル
を
競
う
こ
と
に
よ
り
、

青
年
技
能
者
に
努
力
目
標
を
与
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
職

種
は
全
部
で
41
職
種
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
回
参
加
し
た
、
環
境
設

備
科
３
年
松
山
柊
也
君
は
技
能
五

輪
全
国
大
会
県
予
選
の
配
管
部
門

で
好
成
績
を
あ
げ
、
県
内
初
の
高

校
生
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
の
課
題
は
複
雑
で
、

夏
休
み
前
か
ら
過
去
の
全
国
大
会

の
課
題
を
研
究
し
、
製
作
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
製
作
し
て
い
く

度
に
多
く
の
問
題
点
が
見
つ
か
り
頭

を
悩
ま
せ
る
こ
と
の
連
続
で
し
た
が
、

全
国
大
会
の
前
に
は
制
限
時
間
で

課
題
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
に
配
布
さ
れ
た
課
題

図
面
は
、
例
年
よ
り
も
難
し
い
内
容

で
あ
り
、
課
題
製
作
に
苦
労
し
て
い

ま
し
た
が
、
制
限
時
間
内
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
練
習
の
成
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成
績

は
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

出
場
し
た
事
で
、
松
山
君
本
人
の

技
術
力
向
上
や
教
職
員
の
指
導
力

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
生

徒
、
先
生
、
保
護
者
な
ら
び
に
関

係
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
関
東
高
等
学
校
水
泳

競
技
大
会
は
、
７
月
24
日
か
ら
26
日

に
か
け
て
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
は
県
大

会
で
上
位
入
賞
を
経
て
、
男
子
競

泳
リ
レ
ー
種
目
と
個
人
平
泳
ぎ
種

目
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
観
客
が
見
守
る
大
舞
台

の
中
で
、
栃
木
県
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
堂
々
と
泳
ぎ
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

記
録
を
伸
ば
し
選
手
達
の
確
実
な

成
長
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
で
は
機
械
科
１
年
の

髙
橋
航
希
君
が
競
泳
平
泳
ぎ
種
目

で
の
活
躍
を
見
せ
、
８
月
の
京
都
ア

ク
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

への
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
彼
は

さ
ら
に
、
９
月
に
和
歌
山
県
で
行
わ

れ
た
国
民
体
育
大
会
に
も
出
場
し
、

同
平
泳
ぎ
種
目
に
お
い
て
ベス
ト
８

に
入
賞
す
る
な
ど
、
次
年
度
か
ら

の
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

部
員
達
は
水
泳
競
技
を
通
じ
て
、

日
々
心
身
を
鍛
え
個
々
の
技
量
を

伸
ば
す
こ
と
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
競
技
の
多
い
中
、
協
力

し
て
練
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
よ

く
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
活
動
を
応
援
し
て
く
だ

さ
って
い
る
多
く
の
先
生
方
、
保
護

者
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
12
日
（
土
）
に

千
葉
県
文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
た

第
21
回
東
関
東
吹
奏
楽
コン
ク
ー
ル

高
等
学
校
の
部
Ｂ
部
門
に
出
場
し
て

き
ま
し
た
。
東
関
東
大
会
は
、
栃

木
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
の
４
県
の
代
表
校
が
集
ま
り
ま

す
。
Ｂ
部
門
と
は
、
30
人
ま
で
の
編

成
で
演
奏
す
る
小
編
成
の
部
門
で

す
。
本
年
度
は
計
35
校
の
各
県
代

表
校
が
集
い
ま
し
た
。

　

本
校
音
楽
部
に
とって
、
東
関
東

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
の

関
東
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
全

国
選
抜
優
勝
大
会
に
出
場
し
て

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

環
境
設
備
科

顧
問  

千
　
村
　
　
　
隆

顧
問  

平
　
野
　
邦
比
己

第
53
回
技
能
五
輪

　
全
国
大
会
に
出
場
し
て

水
泳
部顧

問  

平
　
野
　
邦
比
己

関
東
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
て

音
楽
部顧

問  

鈴
　
木
　
友
　
美

東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
し
て
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が
13
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
す
。
生
徒

達
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
県
大
会

か
ら
東
関
東
大
会
ま
で
の
間
、
夏

休
み
を
返
上
し
て
学
校
祭
な
ど
の

行
事
で
の
演
奏
の
練
習
を
こ
な
し
な

が
ら
の
コ
ン
ク
ー
ル
曲
の
猛
練
習
を

し
、
東
関
東
大
会
に
向
け
て
気
持

ち
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
当
日
、

他
校
の
演
奏
を
聴
い
て
、
他
県
の
レ

ベル
の
高
さ
を
痛
感
し
、
本
番
の
演

奏
は
緊
張
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
、
指
揮
を
し
な
が

ら
見
た
部
員
達
の
表
情
は
と
て
も
真

剣
で
素
直
に
曲
の
楽
し
さ
を
お
客
さ

ん
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
私
自
身
も
涙
が
出
そ
う
な
く

ら
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
に
よ

り
多
く
の
経
験
が
得
ら
れ
た
こ
と

は
、今
後
の
活
動
の
原
動
力
に
も
なっ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
初
め
て
の
大
会
で
あ
り
最

後
の
県
大
会
で
、
円
盤
投
げ
に
出
場

し
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張
し
な
が
ら

も
、
全
国
大
会
を
目
指
し
頑
張
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
５

位
に
終
わ
って
し
ま
い
ま
し
た
。　

   

　
８
月
の
全
国
大
会
に
は
、
中
村
君

の
付
き
添
い
と
し
て
駒
沢
陸
上
競
技

場
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
、
と
て

も
大
き
い
競
技
場
で
ビッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
多
く
の
選
手
が
、
遠
く
か
ら

（
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
）
来
て

精
一
杯
競
技
し
て
い
る
姿
は
、
と
て

も
かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。

　

中
村
君
が
、
栃
木
県
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
出
場
し
た
、
４
×
１
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
は
、
見
事
７
位
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
し

て
い
て
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

中
村
君
、４
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

こ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度　

陸
上
競
技
部
成
績

○
栃
木
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信

　

制
総
合
体
育
大
会

　

男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
12
秒
01 

　
　

第
１
位　

中
村
勇
太

　

 

男
子
走
り
幅
跳
び
５
メ
ー
ト
ル
63

　
　

第
３
位　

中
村
勇
太

　

男
子
円
盤
投
げ
17
メ
ー
ト
ル
04  

　
　

第
５
位　
ウ
リ
ア
ス　
ア
ラ
ン

　

男
子
砲
丸
投
げ
７
メ
ー
ト
ル
44                 

　
　
　
　
　
　

池
田　

豊

○
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

　

総
合
体
育
大
会

　

男
子
走
り
幅
跳
び
４
メ
ー
ト
ル
88

　
　

予
選
敗
退　

中
村
勇
太

　

男
子
４×１
０
０ｍ
リ
レ
ー
46
秒
84   

　
　

予
選
第
８
位

　
　

栃
木
（
中
村　

第
４
走
者
）

　

男
子
４×１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
　

52
秒
05   

第
７
位　

　
　

栃
木
（
中
村　

第
４
走
者
）

一
　
は
じ
め
に

　

本
校
が
科
学
技
術
高
校
に
な
り

３
回
目
の
卒
業
生
と
な
る
平
成
27

年
度
の
３
年
生
の
進
路
状
況
は
就

職
者
と
進
学
者
の
割
合
が
そ
れ
ぞ

れ
72
％
と
28
％
と
、
昨
年
度
と
ほ

ぼ
同
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

景
気
回
復
等
の
影
響
も
あ
り
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
求
人
社
数
が
増

加
し
ま
し
た
。

二
　
就
職

　

就
職
で
は
、
民
間
企
業
２
１
９

名
（
県
内
就
職
１
３
６
名
、
県
外

就
職
83
名
）、
公
務
員
６
名
の
合
計

２
２
５
名
が
内
定
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
「
科･

コ
ー
ス
」
で
学
ん

だ
事
や
資
格
を
活
か
せ
る
仕
事
を

希
望
す
る
生
徒
が
多
く
、
科
学
技

術
高
校
と
し
て
の
特
色
を
活
か
し

た
就
職
先
と
な
って
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

今
年
度
の
求
人
社
数
は
、
６
７
３

社
（
県
内
社
３
３
５
、
県
外
３
３
８

社
）
で
し
た
。
昨
年
よ
り
県
外
が

大
幅
に
増
え
、
全
体
で
も
36
社
程

増
加
し
、
業
種
別
に
見
る
と
建
設

業
関
連
会
社
の
求
人
が
昨
年
同
様

増
え
て
い
ま
す
。

三
　
進
学

　

進
学
に
関
し
て
は
、
国
公
立
大

学
６
名
、
私
立
大
学
51
名
、
高
専

･

大
学
校･

専
門
学
校
等
30
名
の

合
計
87
名
の
進
学
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
国
公
立
大
学
で
は
、
宇
都

宮
大
学
・
工
学
部
４
名
、
茨
城
大

学・工
学
部
１
名
、
長
岡
造
形
大
学・

造
形
学
部
１
名
に
合
格
者
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
大

学
に
お
い
て
も
工
業
高
校
で
学
ん
だ

工
業
の
専
門
性
を
活
か
し
た
進
学

と
な
って
い
ま
す
。

進
路
指
導
部
長  

穐
本
　
亮
一

平
成
二
十
七
年
度
の
進
路最近の進路状況の変化

求人社数の推移

定
時
制
課
程

４
年
Ａ
組  

ウ
リ
ア
ス 

ア
ラ
ン

平
成
27
年
度
の
陸
上
部
の

活
動
を
振
り
返
っ
て
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平
成
27
年
度
定
期
総
会
は
、
平

成
27
年
６
月
６
日
（
土
）、
ホ
テ
ル

丸
治
で
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
決
算
報
告
及
び
平
成
27
年
度

予
算
案
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

　

議
題
で
あ
る
旧
学
校
敷
地
への
発

祥
の
地
記
念
碑
建
立
に
つい
て
審
議

い
た
だ
く
と
共
に
、
新
し
い
参
与
に

蓮
田
裕
一
様
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
の
大
根
田
倭
之
様
の

退
任
に
伴
い
、
櫻
井
啓
一
様
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
平
成
27
年
に
栃

木
県
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
岡

田
義
治
同
窓
会
長
を
祝
し
、
祝
賀

会
・
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

機
械
科
の
茂
出
木
健
先
生
が
今

工
高
に
、
定
時
制
の
上
野
徹
也
先

生
が
鹿
商
工
に
、
同
じ
く
成
木
昌

彦
先
生
が
足
工
高
に
異
動
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
電
子
機
械
科
の
蓮

田
裕
一
先
生
が
ご
退
職
さ
れ
、
帝

京
大
学
理
工
学
部
情
報
電
子
工
学

科
の
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
月
に
は
葭
葉
功
教
頭
先
生
が
、

電
子
機
械
科
に
中
川
正
登
先
生
、

環
境
設
備
科
に
岡
田
宗
大
先
生
、

田
代
渓
太
郎
先
生
が
、
定
時
制
に

小
池
仁
先
生
、
駒
形
幸
也
先
生
が

赴
任
さ
れ
、
宇
工
出
身
の
教
職
員

は
24
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
長
奨
励
賞
と
し
て
生
産

シ
ス
テ
ム
研
究
部
に
授
与
致
し
ま
し

た
。

同
窓
会
定
期
総
会
報
告

同
窓
会
事
務
局
の
動
向

同
窓
会
長
賞
・
奨
励
賞

平成27年度役員平成27年度役員
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　査
〃

顧　問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

参　与
〃
〃
〃
〃

岡　田　義　治
嶋　田　繁　男
湯　口　忠　文
齊　藤　秀　夫
今　井　恭　男
梅　津　林　造
藤　井　弘　一
宇　梶　智　久
亀和田　　　薫
小　林　秀　明
櫻　井　啓　一
板　橋　一　好
吉　成　健　蔵
福　田　富　一
阿　部　和　夫
猪　瀬　成　男
伊　藤　　　誠
飯　塚　光　雄
中　島　　　宏
池　守　　　滋
野　尻　政　男
亀和田　辰　男
小　平　良　長
渡　辺　勇　雄
蓮　田　裕　一

平成27年度予算（案）
（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　4 , 6 2 1 , 3 9 2 円
支 出 金　4 , 6 2 1 , 3 9 2 円
残 　 金　0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の 部

■支出の 部

①基金

科　　　目 26年度予算額 27年度予算額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,615,667

足利銀行
56,758,818

日光杉並木基金
20,000,000

９９，３７４，４８５

26年度予算額 27年度予算額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入

計

1,857,583
  3,680,000

 0
  5,537,583

  1,121,392
3,500,000

0
4,621,392

△736,191
△180,000

0
△916,191

一般会計利子

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会HP管理費
予 備 費
借 入 金 返 済

計

600,000
    200,000
    200,000
  1,300,000
    300,000
    200,000
    100,000
1,137,583

　1,500,000
  5,537,583

    600,000
    200,000
    100,000
  1,500,000
    300,000
    200,000
    100,000
121,392

　1,500,000
  4,621,392

0
0

△100,000
200,000

0
 0
 0

△1,016,191
0

△916,191

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会等、寸志等

教育活動後援費 
叙勲受章など
ＨＰ更新料､サーバー費

基金に返済

全日3,200,000（320名）
定時  300,000（30名）

卒業記念品、同窓会報、同窓会長賞、
餞別金、部活動全国大会等補助

平成26年度収支決算報告

監 査 報 告

（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　5 , 4 6 7 , 7 0 9 円
支 出 金　4 , 3 4 6 , 3 1 7 円
残 　 金　1 , 1 2 1 , 3 9 2 円

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入 の部

■支出の部

①基金

科　　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,615,667

足利銀行
55,258,818

日光杉並木基金
20,000,000

９７，８７４，４８５

予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

繰 越 金
永久会員費
雑 収 入

計

1,857,583
3,680,000

　0
5,537,583

1,857,583
3,610,000

126
5,467,709

        0
△70,000
　    126
△69,874

一般会計利子

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
予 備 費
借入金返済

計

600,000 
    200,000
    200,000
  1,300,000
    300,000
    200,000
    100,000
  1,137,583
1,500,000
  5,537,583

532,076
    147,880
     85,000
  1,631,318
    300,000
     73,402
     76,641
          0
1,500,000
  4,346,317

△67,924
△52,120
△115,000
     331,318
          0
△126,598
△23,359

△1,137,583
0

△1,191,266

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会等、寸志等

教育活動後援費
叙勲受章など
ＨＰ更新料､サーバー費

基金へ返済

全日 3,200,000（320名）
定時　410,000（41名）

卒業記念品、同窓会報、餞別金、部活動補
助、同窓会長賞、同窓会奨励賞等

　母校において、関係諸帳簿・領収書・通帳等と照合の結果、予算の執行・
記帳・その他について、正確であり誤りのないことを証明します。

　　　　平成27年4月27日　　　　　会計監査


